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Ⅰ，緒言

バスケットボールの試合に勝利するためには

チームの実力を作りだす様々な要素（身体的コ

ンディショニング，精神的コンディショニング，

技術，戦術戦略，運 etc.）の状態を良くし，ゲ

ームにて 100％力を発揮できるように調整する

事が重要である．特に，トップレベルのチーム

が伯仲したチーム同士の試合を勝ち抜いていく

ためには，「戦術戦略」が鍵となり，戦術戦略立

案のために自他チームに関する情報収集及び分

析は不可欠であると言える．しかし情報分析に

関して日本は欧米諸国に対して遅れを取ってお

り，具体的な情報分析方法について示された研

究報告は少ない．よって本研究では①コーチの

主観的な判断によるコーチングを助ける客観的

な情報分析方法を提案し，②実際に事例研究を

行う事で分析方法を検証する事を目的とする．

なお事例として，JBLが開幕して以降2年連続

優勝を遂げた日本の中枢チームの敗因分析を行

う．

Ⅱ，調査① 情報収集源より得られる情報を用

いた「情報分析方法」の提案

先行研究より，情報収集源（BOXSCORE，

PLAY BY PLAY，映像分析）より得られる情報

＊と，情報の抽出方法・情報の観点を提案した．

＊BOXSCORE 掲載の全 26 項目／ペースファ

クター／オフェンシブエフィシエンシー・ディ

フェンシブエフィシエンシー／得点差異変遷表

／プレイングタイム構成表／攻撃回数／攻撃体

系別出現回数・成功数・出現頻度・成功率／デ

ィフェンスの種類／ターンオーバーポイント

Ⅲ，調査②「情報分析方法」を用いて検証研究

を実施～アイシンシーホースがJBL2009-2010

シーズンにて優勝出来なかった要因は何か～

【方法】

研究対象は JBL2009-2010 シーズンのアイ

シンシーホース戦全 47 試合とし，情報の収集

に は JBL 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 の

BOXSCORE，PLAY BY PLAY，JBL公式の

試合映像を使用した．また，BOXSCOREの平

均値比較には対応のない t-検定を用いた．なお，

敗因の分析は以下の順で実施した．

1)前の2シーズンと比較した際の2009-2010シ

ーズンのアイシンのチーム状態の把握

2)2009-2010シーズンファイナルの敗因分析

【結果・考察】※カギカッコ内は情報名

1)アイシン・リンク栃木のチーム特徴

「ペースファクター」より，アイシンはセット

プレイを中心としながら適所で速攻を用いるチ

ーム，リンク栃木は攻撃回数の多い速攻型のチ

ームである事が示唆された．

2)オフェンス力が低下傾向にあった 2009-2010

シーズンのアイシン

「オフェンシブエフィシエンシー・ディフェン

シブエフィシエンシー」より，2009-2010シー



ズンのアイシンはオフェンス力の低さを8チー

ム中最も良いディフェンスでカバーしていたこ

と，逆にリンク栃木はディフェンス力の低さを

8 チーム中最も良いオフェンスでカバーしてい

た事が示唆された．

3)リンク栃木に対して徐々に勝てなくなるア

イシン

リンク栃木との対戦戦績に特化し，シーズン

試合期別に「対戦戦績」「得失点差平均値」を比

較すると，アイシンはリンク栃木に対して期を

追う毎に勝率及び得失点差平均値が減少傾向に

あり勝てなくなっていっていた事，ファイナル

でリンク栃木に敗戦する要素を持っていた事が

示唆された．

4)アイシンがリンク栃木に敗戦した要因

「得点差異変遷表」＊より試合の流れを把握す

ると，リンク栃木が連続得点をする注目時間帯

（→部分：リンク栃木に勢いがある時間帯）が

あった事が分かった．

「BOXSCORE」「ターンオーバーポイント」

「攻撃体系別出現頻度・出現回数・成功率」よ

り，アイシンのターンオーバーの多発が，リン

ク栃木の得意とするファストブレイクを発生さ

せ，リンク栃木の攻撃に勢いをつけたこと，ま

たアイシンにとってはターンオーバーによって

リズムが崩れた事から，得意とするディフェン

スにおいて狙い通りのことをする事が出来なか

ったことが示唆された．

なお「プレイングタイム構成表」より，注目時

間帯においても主力メンバーが出場しており，

主力メンバーの不足により敗戦した訳ではない

と考えられる．

Ⅳ，結論

本研究の目的は，コーチングの現場で実際に

使える情報分析方法を提案すること，実際に事

例研究を行うことで提案した分析方法を検証す

る事であった．

よって，調査1にて客観的情報の入手が可能

な情報収集源（BOXSCORE，PLAY BY PLAY，

映像分析）から得られる情報，情報の観点，情

報の抽出方法を明らかにし，調査2にて「アイ

シンシーホースが JBL2009-2010 シーズンに

て優勝出来なかった要因は何か」を分析する検

証事例研究を行った．

提案した情報分析方法より抽出された情報を

相互に組み合わせることで，事例研究にてアイ

シンの敗因を導き出すことができ，またそれが

アイシンのヘッドコーチである鈴木氏が評価す

る敗因と類似していた事から，本研究で示す情

報分析方法は，実際に発生した事象の客観的把

握には有効である事が示唆された．

なお本研究においては，提案した数値を試合

結果の分析に使用したが，コーチがチーム作り，

ゲームプランを作成する際の目標数値としても

使用できると考える．

＊
第１戦 第2戦 第3戦

アイシン vs リンク栃木 アイシン vs リンク栃木 アイシン

14 166 418 16 14 12 10 8 6 4 2 + 2 4 6 16 18

9 9 9

vs リンク栃木
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